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第
23
回
あ
や
ま
る
祭
り
。
奄
美
市
笠
利
町
青
年

団
に
よ
る
「
火
舞
」
の
１
シ
ー
ン
。
炎
を
持
っ
た

た
華
麗
な
舞
で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。（
本

紙
２
～
５
ペ
ー
ジ
に
『
奄
美
ま
つ
り
』
と
『
あ
や

ま
る
祭
り
』
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

9 月号
２０１2 年（平成２4 年）

Ｎ o . 7 8

広
報  

奄
美
市
だ
よ
り
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第
四
十
九
回

8
月
2
日(

木
）
～
4
日
（
土
）

※
台
風
11
号
の
接
近
に
伴
い
、
4
日(

土)

の

　

八
月
踊
り
と
5
日(

日)

の
や
ち
ゃ
坊
相
撲

　

大
会
・
パ
レ
ー
ド
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。



奄美市だより　平成 24 年 9 月号� 奄美市だより　平成 24 年 9 月号�

※奄美まつり写真特集

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
来
場
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
二
十
三
回

8
月
12
日(

日
）



奄美市だより　平成 24 年 9 月号�

有 料 広 告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　　   　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX ０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 ( 般 - １２) 第１０２６８０号
東京労働局長許可第１８号・第２号

社団法人日本クレーン協会東京支部会員

　泉　千尋（大熊）　　　　中野　晴夫（ 仲勝）
　永井　裕志（宇宿）　　　 押川　光仁（大熊）

有 料 広 告

奄美市だより　平成 24 年 9 月号�

ご
支
援
・
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成 24 年度
奄美市ふるさと創生人材育成奨学生募集

人KENまもるくん

人KENあゆみちゃんからのお願い

自分を大切にしてください。
一人で悩まないでください。

子どもの人権１１０番

（ 全国共通・無料）

０１２０（００７）１１０

鹿児島地方法務局

　

最
近
の
振
り
込
め
詐
欺
の
事
例
は
、『
○
○
社
案

内
の
黄
色
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
ま
せ
ん

か
？
あ
な
た
が
○
○
社
の
未
公
開
株
を
買
っ
て
く

れ
た
ら
、
私
が
後
で
そ
の
10
倍
の
額
で
買
い
取
り

ま
す
』
と
か
、『
以
前
に
未
公
開
株
で
損
し
た
分
を

取
り
返
し
ま
す
の
で
、
別
の
商
品
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
』
等
い
ろ
い
ろ
な
「
う
ま
い
話
」「
や
さ
し

い
こ
と
ば
」
で
電
話
が
掛
か
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
業
者
は
手
法
を
次
々
に
変
え
て
き

ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
高
級
布
団
・
健
康
補
助
食

品
の
訪
問
販
売
等
の
悪
質
商
法
や
多
重
債
務
に
関

す
る
相
談
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。

　

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　

そ
ん
な
時
は 
「
奄
美
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
が
相
談
を
受
け
、
内
容
に
よ
っ
て
、
問

題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供
、
あ
っ
せ
ん

な
ど
を
し
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
専
門
的
な
相
談
機

関
が
あ
る
場
合
や
、
消
費
生
活
相
談
に
そ
ぐ
わ
な

い
場
合
は
、
そ
の
相
談
内
容
に
合
っ
た
窓
口
を
紹

介
し
ま
す
。

　

「
奄
美
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
は
左
記
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】

名
瀬
総
合
支
所　

第
１
別
館
1
階

市
民
協
働
推
進
課
・
市
民
生
活
係

 

52

－

１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

う
ま
い
話
・
や
さ
し
い
こ
と
ば
に
ご
用
心
！

―
「
奄
美
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
ご
案
内―

９
月
12
日
（
水
）　

朝
10
時
・
朝
10
時
半　

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J-

A
L
E
R
T
）
全
国
一
斉
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。
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＜部門および応募資格＞
①１人でチャレンジ！部門

②チーム（２名）でチャレンジ！部門

・両部門ともに、アマチュアの方のみとします。年齢制限なし。

＜応募条件＞日常、店頭（スーパー・鮮魚店）で手に入る奄美

近海産の魚介藻類を主材料とし、４人分１，５００円以内、調理

時間１時間以内（下ごしらえから盛り付けまで）とします。奄美

近海で捕れたものか不明な場合は、店頭にてご確認ください。

※魚の下ごしらえは、３枚おろしにした状態から始めます。

＜審査方法＞
・１次審査は書類審査にて行います。

・２次審査は平成２４年１１月４日（日）奄美看護福祉専門学校

にて、実技審査を行います。

＜表彰式＞平成２４年１１月４日（日）　奄美看護福祉専門学校

＜賞＞部門ごとに最優秀賞・優秀賞、両部門共通でアイディア賞・
beautiful 賞・審査員特別賞・参加賞、チームでチャレンジ部門
にはチームワーク賞を準備しています。審査員特別賞に選ばれ
た作品は奄美ポートタワーホテルの期間限定メニューとして採
用されます。（※メニュー化にあたっては、多少のアレンジをす
る場合があります。）それ以外の賞にも、副賞を準備しています。

＜応募方法および問い合わせ先＞
応募用紙に必要事項を記入し、料理の写真を添付の上、下記宛

までお送りください。また、奄美市役所１階ロビーに回収 BOX

を設置します。

【送付先】

〒 894-0026 奄美市名瀬港町１１番７号　名瀬漁業協同組合

５３－５４９２　　 i-naze@po.minc.ne.jp

＜応募締切＞
平成２４年９月３０日（日）

＜応募に関する注意＞
・応募作品は未発表および発

表予定のないものに限りま

す。

・応募作品については、主催

者が一切の権利を有すること

とします。

・応募書類により取得した個

人情報は、当コンテストの目

的以外に使用しないこととし

ます。

（法定検査について）
　浄化槽法では、適正な使用、保守点検、清掃が行われているか、また、
きれいな水が放流されているかを確認する法定検査が義務づけられてい
ます。
　検査は、知事が指定した検査機関である（財）鹿児島県環境検査セン
ターの検査員が事前にハガキで通知した検査日にお伺いし、現場での検
査と浄化槽の放流水を持ち帰って水質検査を行います。（契約している
保守点検業者が行う保守点検とは別のものです。）
　これまで１１人槽以上と官公署の浄化槽が検査対象となっていました。
平成１７年度から５～１０人槽の家庭用浄化槽も検査の対象とし、今年
度においても、昨年度に設置した浄化槽とこれまで法定検査を受けてい
ない浄化槽について順次検査を行うこととしています。
　つきましては、検査の趣旨をご理解の上、受検していただきますよう
お願いします。

保守点検・・機器の点検・調整・害虫の駆除や消毒薬の補充などを
行います。

法定検査・・設置工事や保守点検を含めた維持管理が適正に行われ、
浄化槽が正常に機能しているかを検査しています。

検査料金【定期検査（５～ 10 人槽）】
　単独処理浄化槽…４千円
　合併処理浄化槽…６千円

・（財）鹿児島県環境検査センター 099-223-3185
・県保健福祉環境部衛生・環境課 0997-52-5411
・鹿児島県生活排水対策室　　　 099-286-3685
・奄美市下水道課　　　　　　 　 0997-52-1401
・奄美市水環境課　　　　　　　 0997-63-1111

浄化槽の法定検査受検のお願い
～ よ り よ い 水 環 境 を 守 る た め に ～

救急の日（9月9日）講演会のお知らせ

（9月9日～9月15日は救急医療週間）

『平成 24年度救急医療講演会』

日時：平成 24 年 9 月 7 日（金）

開場：午後 0 時 30 分

開演：午後 1 時 00 分

場所：奄美市名瀬公民館

内容：奄美群島の救急医療の

現状並びに今後の方向性について、市民が基本的

な知識を獲得し、実情を深く理解することを目的と

して講演と寸劇を実施します。

①講演：「これからの奄美群島の救急医療のあり方」

　演者　服部　淳一　先生

　（県立大島病院　救急救命センター設立準備室長）

　座長　吉田　隆典　先生（名瀬保健所長）

②寸劇：大島地区消防組合（救急医療に関するもの）

　※子どもの病気、コンビニ受診、ドクターヘリ、

　　ハブ咬傷など

③講演Ⅱ：「小児の救急の現状と急を要する病気」

　演者　今村 真理　先生（県立大島病院　小児科部長）

　座長　政 眞太郎　先生（政小児科内科医院　院長）

主催　大島郡医師会（電話：５２－０５９８）

協力　奄美市　大島地区消防組合　県立大島病院　

奄 美 水 産 物 普 及 向 上 事 業 全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J-

A
L
E
R
T
）
… 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
津
波
情
報
、
緊
急
地
震
速
報
等
の
緊
急
情
報
を
国
か
ら
送
信
し
、
防
災
行
政
無
線
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
瞬
時
に
住
民
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
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さ
て
、毎
年
9
月
10
日
は
、「
下

水
道
の
日
」
と
し
て
、
下
水
道

の
普
及
と
、
そ
の
十
分
な
活
用

に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々

な
啓
発
行
事
等
が
実
施
さ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
52
回
目
を
迎
え
る「
下

水
道
の
日
」
は
、
推
進
標
語
に

「
下
水
道　

お
水
が
い
っ
て
る

　

ま
た
く
る
ね
」　

を
か
か
げ
、

下
水
道
に
対
す
る
国
民
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
た
め
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
も
快
適
で
文
化
的
な
街

づ
く
り
を
目
指
し
、
継
続
し
て

下
水
道
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「
下
水
道
の
日
」
に
よ
せ
て

　

下
水
道
は
、
住
民
に
健
康
で

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、

河
川
、
海
等
の
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
、浸
水
の
防
除
と
い
っ

た
大
き
な
役
割
を
果
す
と
と
も

に
、
若
者
の
定
住
促
進
を
は
じ

め
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら

も
、
必
要
不
可
欠
な
基
盤
施
設

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
そ
の
積

極
的
な
整
備
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
名
瀬
総
合
支
所

管
内
に
お
い
て
昭
和
51
年
度
に

公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、

昭
和
58
年
度
よ
り
供
用
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、

年
次
的
に
区
域
を
拡
大
し
、
現

在
ま
で
に
約
503
ヘ
ク
タ
ー
ル(

全

体
計
画
586
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
整

備
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
未
普
及
地
域
の
解
消
や

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

笠
利
総
合
支
所
管
内
に
お
い

て
は
、
平
成
8
年
度
に
大
笠
利

地
区
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
に
着
手
し
、
平
成
13

年
度
よ
り
一
部
供
用
を
開
始
し

て
お
り
、
現
在
ま
で
に
約
40
ヘ

ク
タ
ー
ル(
全
体
計
画
45
ヘ
ク

タ
ー
ル)

の
整
備
を
完
了
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
大
笠
利

地
区
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
赤
木
名
地
区
の
事
業
着
手

に
向
け
た
諸
手
続
き
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
集
落
排
水
事

業
で
の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す

が
名
瀬
総
合
支
所
管
内
で
は

小
湊
地
区
、
根
瀬
部
地
区
、

芦
良
地
区
、
知
名
瀬
地
区
、

名
瀬
勝
地
区
、
大
川
地
区
の

整
備
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
用
総
合
支
所
管
内
で
は
山

間
地
区
の
整
備
を
完
了
し
、
笠

利
総
合
支
所
管
内
で
は
用
地

区
と
宇
宿
地
区
の
整
備
を
完

了
し
、
現
在
は
屋
仁
地
区
に

お
い
て
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
24
年
3
月
末
現
在
に
お

け
る
本
市
（
名
瀬
、
住
用
、
笠

利
総
合
支
所
含
む
）
全
体
の
下

水
道
普
及
率
（
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
及
び
合
併
処
理
浄
化

槽
を
含
む
）
は
、
88.6
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
全
国
的
に
も

高
い
水
準
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の

皆
様
や
関
係
業
界
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　　下水道の役割

　下水道は、台所や風呂場・洗濯などの生活

雑排水や工場などの排水を集め、処理場でき

れいな水にし、自然界に戻す重要な役割をもっ

た施設です。

　　公共下水道ができると

◎トイレの水洗化でさわやかに

　すべての家庭で水洗トイレが使えるように

なり、嫌な臭いもなく、気持ちよい暮らしが

できるようになります。

◎まちをきれいに、清潔に

　側溝や水路に汚れた水を流さないので、嫌

な臭いがなくなり、また、蚊やハエの発生を

防ぎ、きれいな住みよいまちになります。

◎川や海を美しく

　汚水は下水処理場できれいな水にして、海

に返すので、川や海の自然が守られます。

　　切替はお済みですか！

　下水道への切替え工事は早めにしましょう。

　台所や風呂場・洗濯・浄化槽などの雑排水

は、下水道が使用できるようになったら遅滞

なく下水道に流すようにしなければなりませ

ん。( 下水道法第十条 ) 　汲み取り便所は、三

年以内に水洗トイレへの改造工事を行うこと

が義務付けられています。( 下水道法第十一

条の三 ) 

　　工事依頼は指定工事店へ

　市では、「奄美市排水設備指定工事店」を定

めていますので、工事依頼、修繕は指定工事

店（９ページに一覧表）へ申し込んでください。

　下水道を正しく使うために次のようなことに

注意しましょう。

一、使い古した食用油は、水に流さないように。
二、水洗トイレには、やわらかい紙以外は流さ

ないように。
三、油類を下水道へ流すと管内にガスが発生

し、爆発の恐れがありますので注意して
ください。

四、有害な成分を含んだ汚水を流す場合は、
除外施設の設置が義務付けられています。

五、マンホールにゴミや土砂を捨てないように。
　排水施設の故障や、配水管のつまりなどで

困った場合は、指定工事店へご相談ください。

　使用者が設置し、維持管理する排水設備も

建物の一部と考え、故障が起こらないよう日

ごろの管理を行いましょう。

　　融資あっせん・利子補給します。

　トイレの水洗化と排水設備工事 ( 下水道へ

の切替え工事 ) にかかる費用は、市が指定し

た金融機関に融資のあっせんをいたします。

　条件等の詳細につきましては、奄美市役所

下水道課までお問い合わせください。

　　受益者負担金制度について

　下水道が整備されることによって利益を受

ける方に建設費の一部を負担していただき、

一日も早く下水道を計画的に整備しようとす

るのが「受益者負担金制度」です。平成 23

年度末までに受益者の皆様からいただいた負

担金の総額は、約 12 億 9 千 3 百万円となっ

ています。受益者の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。

　なお、滞納されている受益者の方々は、早

めに納付されますよう、重ねてお願いいたし

ます。

※一括納付の報奨金制度

　負担金の納入は、五年間の分割納付を原則

としていますが、負担金の全額を初年度第一

期の納期内に納付されますと、13％の一括納

付報奨金が交付されます。

　「下水道の日」は、１９６１ 年（昭和 36 年）、著しく遅

れているわが国の下水道の全国的な普及（当時の普及率：

6％）を図る必要があることから、「全国下水道促進デー」

として始まりました。

　また、9 月 10 日と定められたのは、下水道の大きな役

割のひとつである「雨水の排除」を念頭に、台風シーズ

ンである２百 10 日を過ぎた２百 20 日（立春から数えて）

が適当であるとされたことによるものです。

　それから約 40 年後、日本に

おける近代下水道の基である旧

下水道法が制定された１９００ 

年 か ら 100 年 を 迎 え、 そ の 記

念行事が行われたこと、また、

２００１年が 21 世紀のスタートの年にあたることなどか

ら、近年の下水道に対する認識の高まりもあり、より親し

みのある名称として「下水道の日」に変更されました。

【下水道に関するお問い合わせ先】
奄美市役所

●名瀬総合支所下水道課
　 52-1111（内線1770 ～ 1776）

●笠利総合支所水環境課

　 63-1111（内線3090 ～ 3094）

奄美市排水設備指定店

【下水道の日の清掃の様子】

～
９
月
10
日
（
月
）は
第
52
回
下
水
道
の
日
で
す
～
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さ
て
、毎
年
9
月
10
日
は
、「
下

水
道
の
日
」
と
し
て
、
下
水
道

の
普
及
と
、
そ
の
十
分
な
活
用

に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々

な
啓
発
行
事
等
が
実
施
さ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
52
回
目
を
迎
え
る「
下

水
道
の
日
」
は
、
推
進
標
語
に

「
下
水
道　

お
水
が
い
っ
て
る

　

ま
た
く
る
ね
」　

を
か
か
げ
、

下
水
道
に
対
す
る
国
民
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
た
め
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
も
快
適
で
文
化
的
な
街

づ
く
り
を
目
指
し
、
継
続
し
て

下
水
道
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「
下
水
道
の
日
」
に
よ
せ
て

　

下
水
道
は
、
住
民
に
健
康
で

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、

河
川
、
海
等
の
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
、浸
水
の
防
除
と
い
っ

た
大
き
な
役
割
を
果
す
と
と
も

に
、
若
者
の
定
住
促
進
を
は
じ

め
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら

も
、
必
要
不
可
欠
な
基
盤
施
設

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
そ
の
積

極
的
な
整
備
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
名
瀬
総
合
支
所

管
内
に
お
い
て
昭
和
51
年
度
に

公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、

昭
和
58
年
度
よ
り
供
用
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、

年
次
的
に
区
域
を
拡
大
し
、
現

在
ま
で
に
約
503
ヘ
ク
タ
ー
ル(

全

体
計
画
586
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
整

備
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
未
普
及
地
域
の
解
消
や

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

笠
利
総
合
支
所
管
内
に
お
い

て
は
、
平
成
8
年
度
に
大
笠
利

地
区
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
に
着
手
し
、
平
成
13

年
度
よ
り
一
部
供
用
を
開
始
し

て
お
り
、
現
在
ま
で
に
約
40
ヘ

ク
タ
ー
ル(

全
体
計
画
45
ヘ
ク

タ
ー
ル)

の
整
備
を
完
了
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
大
笠
利

地
区
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
赤
木
名
地
区
の
事
業
着
手

に
向
け
た
諸
手
続
き
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
集
落
排
水
事

業
で
の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す

が
名
瀬
総
合
支
所
管
内
で
は

小
湊
地
区
、
根
瀬
部
地
区
、

芦
良
地
区
、
知
名
瀬
地
区
、

名
瀬
勝
地
区
、
大
川
地
区
の

整
備
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
用
総
合
支
所
管
内
で
は
山

間
地
区
の
整
備
を
完
了
し
、
笠

利
総
合
支
所
管
内
で
は
用
地

区
と
宇
宿
地
区
の
整
備
を
完

了
し
、
現
在
は
屋
仁
地
区
に

お
い
て
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
24
年
3
月
末
現
在
に
お

け
る
本
市
（
名
瀬
、
住
用
、
笠

利
総
合
支
所
含
む
）
全
体
の
下

水
道
普
及
率
（
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
及
び
合
併
処
理
浄
化

槽
を
含
む
）
は
、
88.6
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
全
国
的
に
も

高
い
水
準
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の

皆
様
や
関
係
業
界
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　　下水道の役割

　下水道は、台所や風呂場・洗濯などの生活

雑排水や工場などの排水を集め、処理場でき

れいな水にし、自然界に戻す重要な役割をもっ

た施設です。

　　公共下水道ができると

◎トイレの水洗化でさわやかに

　すべての家庭で水洗トイレが使えるように

なり、嫌な臭いもなく、気持ちよい暮らしが

できるようになります。

◎まちをきれいに、清潔に

　側溝や水路に汚れた水を流さないので、嫌

な臭いがなくなり、また、蚊やハエの発生を

防ぎ、きれいな住みよいまちになります。

◎川や海を美しく

　汚水は下水処理場できれいな水にして、海

に返すので、川や海の自然が守られます。

　　切替はお済みですか！

　下水道への切替え工事は早めにしましょう。

　台所や風呂場・洗濯・浄化槽などの雑排水

は、下水道が使用できるようになったら遅滞

なく下水道に流すようにしなければなりませ

ん。( 下水道法第十条 ) 　汲み取り便所は、三

年以内に水洗トイレへの改造工事を行うこと

が義務付けられています。( 下水道法第十一

条の三 ) 

　　工事依頼は指定工事店へ

　市では、「奄美市排水設備指定工事店」を定

めていますので、工事依頼、修繕は指定工事

店（９ページに一覧表）へ申し込んでください。

　下水道を正しく使うために次のようなことに

注意しましょう。

一、使い古した食用油は、水に流さないように。
二、水洗トイレには、やわらかい紙以外は流さ

ないように。
三、油類を下水道へ流すと管内にガスが発生

し、爆発の恐れがありますので注意して
ください。

四、有害な成分を含んだ汚水を流す場合は、
除外施設の設置が義務付けられています。

五、マンホールにゴミや土砂を捨てないように。
　排水施設の故障や、配水管のつまりなどで

困った場合は、指定工事店へご相談ください。

　使用者が設置し、維持管理する排水設備も

建物の一部と考え、故障が起こらないよう日

ごろの管理を行いましょう。

　　融資あっせん・利子補給します。

　トイレの水洗化と排水設備工事 ( 下水道へ

の切替え工事 ) にかかる費用は、市が指定し

た金融機関に融資のあっせんをいたします。

　条件等の詳細につきましては、奄美市役所

下水道課までお問い合わせください。

　　受益者負担金制度について

　下水道が整備されることによって利益を受

ける方に建設費の一部を負担していただき、

一日も早く下水道を計画的に整備しようとす

るのが「受益者負担金制度」です。平成 23

年度末までに受益者の皆様からいただいた負

担金の総額は、約 12 億 9 千 3 百万円となっ

ています。受益者の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。

　なお、滞納されている受益者の方々は、早

めに納付されますよう、重ねてお願いいたし

ます。

※一括納付の報奨金制度

　負担金の納入は、五年間の分割納付を原則

としていますが、負担金の全額を初年度第一

期の納期内に納付されますと、13％の一括納

付報奨金が交付されます。

　「下水道の日」は、１９６１ 年（昭和 36 年）、著しく遅

れているわが国の下水道の全国的な普及（当時の普及率：

6％）を図る必要があることから、「全国下水道促進デー」

として始まりました。

　また、9 月 10 日と定められたのは、下水道の大きな役

割のひとつである「雨水の排除」を念頭に、台風シーズ

ンである２百 10 日を過ぎた２百 20 日（立春から数えて）

が適当であるとされたことによるものです。

　それから約 40 年後、日本に

おける近代下水道の基である旧

下水道法が制定された１９００ 

年 か ら 100 年 を 迎 え、 そ の 記

念行事が行われたこと、また、

２００１年が 21 世紀のスタートの年にあたることなどか

ら、近年の下水道に対する認識の高まりもあり、より親し

みのある名称として「下水道の日」に変更されました。

【下水道に関するお問い合わせ先】
奄美市役所

●名瀬総合支所下水道課
　 52-1111（内線1770 ～ 1776）

●笠利総合支所水環境課

　 63-1111（内線3090 ～ 3094）

奄美市排水設備指定店

【下水道の日の清掃の様子】

～
９
月
10
日
（
月
）は
第
52
回
下
水
道
の
日
で
す
～
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皆
さ
ん
に
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

7
月
29
日
・
8
月
8
日
と
続
け
て
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
と
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ

ん
が
誕
生
し
ま
し
た
よ
!!
特
に
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
は
産
卵
を
確
認
し
て
か
ら
80
日

以
上
が
経
っ
て
い
た
の
で
、
産
ま
れ
た

と
一
報
を
受
け
た
時
は
、「
よ
か
っ
た
～
」

と
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。（
通
常
だ
と
60

日
程
度
で
ふ
化
）

 

さ
っ
そ
く
身
体
測
定
を
し
て
み
ま
し

た
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
（
こ
う
ら
）

の
長
さ
が
平
均
40
ミ
リ
、
平
均
体
重
が

18
グ
ラ
ム
で
し
た
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

甲
羅
の
長
さ
が
平
均
50
ミ
リ
、
平
均
体

重
が
25
グ
ラ
ム
で
し
た
。
人
間
で
い
う

と
お
へ
そ
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
卵
か
ら

栄
養
を
も
ら
っ
て
い
た
跡
も
残
っ
て
い

ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
カ
メ
を
守
る
た
め
に
用
意

し
た
か
ご
か
ら
飛
び
出
し
て
し
ま
う
く

ら
い
元
気
な
子
も
い
ま
す
。
泳
ぎ
方
も

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
上

手
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、

成
長
が
楽
し
み
で
す
。
何
頭
か
は
水
槽

デ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
の
で
、
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

こ
こ
で
先
輩
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
の
測
定

結
果
も
ご
報
告
し
ま
す
。

　

特
に
１
歳
の
カ
メ
の
成
長
ぶ
り
に
は

驚
か
さ
れ
ま
す
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
で
体

重
が
約
22
倍
（
産
ま
れ
た
時
は
平
均
19

グ
ラ
ム
）
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
人
間

で
考
え
る
と
想
像
が
つ
か
な
い
で
す
よ

ね
…
。
赤
ち
ゃ
ん
カ
メ
も
先
輩
た
ち
に

負
け
な
い
よ
う
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
、

ス
ク
ス
ク
と
成
長
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

誕生！！

奄美海洋展示館　 ５５- ６０００
ア ヤビキ 日記ア ヤビキ 日記

【7月29日産まれのアカウミガメ】

奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会　

無
料
法
律
相
談

【日
時
】
9
月
15
日

（土
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時

【担
当
】
正
込　

健
一
朗
弁
護
士　

【予
約
】
先
着
5
名　

 
 

52

－

７
６
０
１

奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会　

あ
ま
み
お
も
ち
ゃ
病
院

（お
も
ち
ゃ
修
理
）
【日
時
】
9
月
16
日

（日
）
午
前
10
時
00
分
～
正
午　

【修
理
不
可
】
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
エ
ア
ガ
ン
等　

 

52

－

７
６
０
１

かりり

奄美基金セミナー
「ドラッカー経営学を学ぶ」
の開催について
　独立行政法人奄美群島振興開発基金では、

事業経営者の方々へのサポート業務の一環と

して、話題のドラッカー経営学の理論を、わ

かりやすく、実践的に解説する講座を開催いたします。

　受講を希望される方は、下記の連絡先にお問い合わせくだ

さい。会費は無料で、募集人数は 30 名です。

１．講座名　ドラッカー経営学を学ぶ

２．開催日時
　平成２４年１０月下旬から、毎月の第２・第４日曜日　計５回

　※初回開催は１０月２８日（日）午前１０：００～１１：３０（予定）

３．内容　ドラッカー理論の基本、マーケティング論、

　   競争戦略、意思決定、組織ほか

４．開催場所　鹿児島県立奄美図書館　４階　第３研修室

　（住所）奄美市名瀬古田町１－１　 ０９９７－５２－０２４４
５．講師　（独）奄美群島振興開発基金　理事　西村　博

　※銀行業務、企業再生の経験者で、個人会社の起業経験も

　    あり、実践的なセミナーを実施します。

６．募集の締切　平成２４年９月末

　（ただし、募集定員になり次第締め切ります。）

７．申込・問合わせ先
 　（独）奄美群島振興開発基金　理事　西村　博

５２－４５１１　 ５２－４５１４　 kikin@amami.go.jp

≪ハアサキ成人講座 ≫～陶芸を楽しもう～

〈期日〉平成２４年９月２２日 ( 土）、１０月１３日（土）、１１月１７日（土）

〈参加対象〉成人対象ですが、親子での参加も歓迎します。

〈内容〉湯呑やマグカップ、茶碗や皿などオリジナルな作品

づくりができます。参加料は各回２, ３００円（材料代等）。

〈申込方法〉電話で、自然の家へ直接申し込んでください。

〈申込締切〉平成２４年９月１９日（水）

〈申 込 先〉県立奄美少年自然の家

５３－１０３２　　 ５３－１０３３
詳しくは、県立奄美少年自然の家ホームページをご覧ください。

7 29 8 8

【ウミガメの測定結果】
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秋野菜栽培講習会を開催します
　下記日程にて、 秋野菜の栽培講習会を開催します。

(参加費は無料）興味のある方は、お気軽にご参加ください。

■ ９月１２日（水）

　10:00～12:00　笠利農村環境改善センター

　　　　　　　（太陽が丘総合運動公園敷地内）

　14:00～16:00　黒潮の森マングローブパーク

　　　　　　　（住用町石原）

■ ９月１３日（木）

　10:00～12:00　奄美市名瀬農村環境改善センター

　　　　　　　（名瀬朝戸　奄美市農業研究センター）

　14:00～16:00　小宿公民館

		  （名瀬小宿集落内）

○講習内容：土づくり・肥料について、 秋野菜（ キャ

ベツ ・ダイコン ・ニンジンなど） の栽培ポイント、 農

薬の適正使用について　他

【お問い合わせ先】 奄美市農林振興課　営農指導係

	 	   ５２－１１１１（ 内 1897）

無料 「全国一斉！法務局休日相談所」 の開設について

　平日多忙で相談を受けることが出来ない皆様のために、下記のとおり「全

国一斉！法務局休日相談所」を開設します。相談は無料で、法務局職員及び

公証人が担当し、秘密は厳守されます。

■日　時　平成２４年９月２３日（日曜日）

　午前１０時～午後４時（受付は３時３０分まで）

■場　所　鹿児島地方法務局奄美支局

　奄美市名瀬入舟町２３ー１

■相談内容　土地や建物の登記（売買・相続など）、

　会社の登記（設立・役員変更など）、戸籍・国籍

　（養子縁組・国籍取得など）、供託（地代・家賃など）、

　人権（いじめ・ＤＶなど）

■問い合わせ先　鹿児島地方法務局奄美支局

　０９９７－５２－０３７６ 公民館 de MOVIE！
場　所：奄美市名瀬公民館ホール
　　　　午後 7 時～

【９月の上映作品】
「紳士は金髪がお好き」・・9 月 7 日（金）
「市民ケーン」・・・・・・9 月 14 日（金）
「ニューオリンズ」・・・・9 月 21 日（金）
「雪夫人絵図」・・・・・・9 月 28 日（金）
【子ども映画追加上映】
「白雪姫」・・・・・9 月 9 日（日）

		  　お昼の 2 時開始
【お問い合わせ先】

奄美市名瀬公民館　℡ 52-1816
入場無料！！

国民年金
後納制度が始まります！

　これまでは、国民年金保険料を納め忘れ

たまま 2 年を超えると保険料を納めること

ができませんでしたが、本年 10 月から 3 年

間に限り、過去 10 年以内の納め忘れた保険

料を納めることができる、後納制度（国民

年金保険料の納期限の延長）が始まります。

【これまで】

２年を超えると納められない

↓
【後納制度】

過去 10 年以内の保険料を納めるこ

とができる（10 月から 3 年間限定）
※事前に申込による審査が必要です。

　過去 10 年以内の保険料を納めていただくこ

とで、将来の年金額を増やしたり、年金の受給

権につなげることができるようになります。

※後納制度は事前申し込みが必要ですが、

審査の結果、後納制度による納付をご利

用いただけない場合があります。詳しく

は「国民年金保険料専用ダイヤル」また

は年金事務所にお尋ねください。

【お問い合わせ先】

国民年金保険料専用ダイヤル　 ０５７０- ０１１- ０５０

奄美大島年金事務所　　 ５２- ４３４１



平成 24 年 9 月号　奄美市だより 12

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の
納
期
限
は
10
月
１
日
で
す
。

【お問い合わせ】環境対策課　自然・環境保全係　 52-1111（内線1242）

最優秀賞
満永　凛花（住用小学校４年）

優 秀 賞
松元　琴葉（奄美小学校４年）

優 秀 賞
森山　楓（奄美小学校４年）

佳　　作
伊波　亜希（住用小学校４年）

佳　　作
谷　侑里香（伊津部小学校４年）

佳　　作
前田　碧（伊津部小学校４年）

公 共 ホ ー ル 音 楽 活 性 化 支 援 事 業

　昨年大好評だったイケメン 4 人組によるサクソフォーン四重奏

が今年も行われます。皆様のご来場をお待ちしています。

日　時：平成 24 年 10 月 6 日（土）　18：00 開場　19：00 開演
場　所：奄美文化センター
入場料：一般 1,500 円（当日 1,700 円）
　　　　学生 500 円（当日 700 円）/ 親子券 1,800 円（当日 2,000 円）
出演者： Quatuor B（クワチュールベー）：2007 年春に結成された
新生サクソフォーン四重奏団。4 人の共通点は、血液型が全員 B
型であること！ 4 つの個性的な「B」が繰り広げる音楽の可能性は
無限大である。

【主　催】奄美市・奄美市教育委員会・（財）奄美市開発公社
【共　催】（財）地域創造　【協　力】（社）日本クラシック音楽事業協会
【後　援】南海日日新聞社・奄美新聞社・奄美テレビ放送

　　　　・あまみエフエム ディ！ウェイヴ
【お問い合わせ先】奄美市教育委員会生涯学習課　

TEL: ５２－１１１１（内線１７２５・１７２６）

秋の全国交通安全運動
運動期間：平成 24 年 9 月 21 日（金）～ 9 月 30 日（日）

※ 9 月 30 日（日）は交通事故死ゼロを目指す日

【スローガン】

ルールとマナー　乗せて走ろう　秋の道
【運動の最重点】					   

子どもと高齢者の交通事故防止
【運動の重点】

１．夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故

防止（特に反射材用品等の着用の推進及び自転車前照

灯の点灯の徹底）	

２．すべての座席のシート

ベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底	

３． 飲酒運転の根絶

※特に夕暮れ時の事故が多

発してます !!

夜光反射材の着用や明るい服装での外出を心がけま

しょう。

平成 25 年使用　　9 月 30 日まで

交通安全年間スローガン(標語)募集中！
【昨年受賞作品】

「車にも　乗せようマナーと　思いやり」

※募集の詳細については毎日新聞社のホーム

ページをご覧ください。
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　奄美市教育委員会では、平成２５年度の市立幼稚園の園児を募集します。

１　募集受付期間：

　平成２４年１０月１日（月）から１０月１２日（金）
　午後３時から午後５時まで

※ 期間中、平日のみ。

※ 名瀬幼稚園は９日（火）が振替休日のため同日も除く。

※ 朝日小学校附属幼稚園及び小宿小学校附属幼稚園は１日（月）が振替

休日のため同日も除く。

２　募集受付場所：下記の幼稚園にて申し込み受付

３　持参するもの：印鑑
４　園児資格
　５歳児（１年保育）……平成１９年４月２日から平成２０年４月 1 日

　　までに生まれた者で、奄美市に住所を有するもの。
　４歳児（２年保育）……平成２０年４月２日から平成２１年４月１日
　　までに生まれた者で、奄美市に住所を有するもの。
５　募集定員：下記表のとおり

※ 募集定員は、４歳児・５歳児の合計。

※ ５歳児を優先します。４歳児につきましては、募集予定定員から５歳

児入園児数を差し引いた数で、先着順とします。

６　入園料　一人につき６, ０００円

７　保育料　一人につき６, １００円

８　スクールバス　

（１）名瀬幼稚園のみ。

　　運行区域は名瀬小学校・奄美小学校・伊津部小学校校区。

（２）一人につき、月額１, ５００円。

※笠利地区の幼稚園児募集については、１１月号に掲載予定。

【お問い合わせ先】
奄美市教育委員会　学校教育課　 ５２－１１１１（内線１７０６）

９月３日は、 奄美市 「献血の日」 です。

　昭和３７年９月３日、血液輸送中の自衛隊機が奄美

市名瀬のらんかん山に墜落し、尊い人命が失われまし

た。血液の大切さを後世に伝えていくことを目的に、

平成７年度からこの日をメモリアルデーとして指定し

献血を実施しています。皆様のご協力をお願いいたし

ます。

【お問い合わせ先】
奄美市　健康増進課　 52-1111（内線 1141）

　永年に亘り社会の発展に尽くしてこら

れた高齢者の方々を敬愛し、長寿を祝

福するため下記のとおり「敬老の日祝

賀会」を計画しております。対象者並

びにご家族の皆様方の参加をお願いい

たします。また、市民の皆様方の参加もお待ちしています。

【日　時】平成２４年９月１７日（月）
【受　付】午前８時３０分～
【祝 賀 会】午前９: ３０～１１：３０（予定）
【会　場】奄美文化センターホール

【お問い合わせ先】

奄美市役所　高齢者福祉課　 52 － 1111（内線１６９６）

奄美市幼稚園　平成２５年度園児募集(名瀬地区)
芦花部小中学校・崎原小中学校へ入学してみませんか！

小規模校入学特別認可校体験入学のご案内
　来年度の小規模校入学特別認可校（芦花部小中学校・

崎原小中学校）入学生の募集に向けて、体験入学を開

催します。関心のある方は、お気軽にご参加ください。

１　小規模校入学特別認可校

　【芦花部小中学校】 ５４－６１６３
　　〒 894-0351　奄美市名瀬芦花部５８５番地

　【崎原小中学校】 ５２－９９００
　　〒 894-0776 奄美市名瀬崎原４４番地

２　期　日
（１）芦花部小中学校　9/27（木）・28（金）（2 日間）

（２）崎原小中学校　10/11（木）・12（金）（2 日間）

３　通学方法：２日間とも保護者の送迎となります。

【芦花部小中学校へはスクールバス（有料）で行くことも可能です。】

４　申込方法：申込書に必要事項を

記入の上、在籍校の教頭先生に提出

してください。申込書は市内関係小・

中学校にありますので、必要な方は

在籍校に確認してください。その他

不明な点は学校教育課（ 52-1128）
へお問い合わせください。

５　申込締切
（１）芦花部小中学校　平成２４年９月１８日（火）

（２）崎原小中学校　    平成２４年１０月１日（月）

※昼食については、各自弁当持参になります。

※２日間の詳しい日程については体験入学実施校へ直

接お問い合わせください。
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元
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、
食
事
の
用
意
を
し
て
い
て

も
子
ど
も
が
食
べ
な
い
場
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
し
っ

か
り
食
べ
る
よ
う
親
が
声
か
け
を
し

て
、
普
段
か
ら
食
事
の
大
切
さ
を
話

題
に
し
ま
し
ょ
う
。

～
愛
情
は
口
か
ら
入
る
～

　

ま
た
、
忙
し
い
か
ら
こ
そ
大
事

に
し
て
欲
し
い
こ
と
が
も
う
一
つ

あ
り
ま
す
。

　
「
買
っ
て
き
た
も
の
を
、
そ
の
ま

ま
食
卓
に
出
さ
な
い
」
こ
と
で
す
。

　

特
に
お
子
さ
ん

の
い
る
ご
家
庭
で

は
、
で
き
る
限
り

そ
う
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。『
食

事
を
用
意
す
る
』、

た
っ
た
そ
れ
だ
け

で
す
が
、
食
事
に

は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
目
に
は
見

え
な
い
『
あ
な
た
が
大
切
だ
』
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
忙
し
く
て
惣
菜
を
使

う
場
合
は
、
容
器
の
ま
ま
差
し
出
す

の
で
は
な
く
、器
に
移
し
て
あ
げ
る
、

量
が
多
け
れ
ば
加
減
し
て
あ
げ
る
、

子
ど
も
だ
け
で
食
べ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
時
は
メ
モ
を
添
え
て
お
く
、
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
買
っ
て
き
た
も
の

で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
子
ど
も
へ
の

『
愛
情
』
が
か
け
ら
れ
て
い
る
食
事

で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
「
自
分

を
こ
ん
な
に
気
に
か
け
て
い
る
親
が

い
る
」
と
感
じ
安
心
し
て
日
々
の
生

活
が
送
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
子
ど
も
と
い
っ

し
ょ
に
台
所
に
立
つ
よ
う
に
し
、
子

ど
も
が
自
分
で
食
事
を
整
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
親

の
、
目
に
見
え
な
い
『
愛
情
』
の
ひ

と
つ
で
す
。

～
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫
へ
～

　

子
ど
も
は
い
つ
し
か
親
の
手
を

離
れ
、
自
分
の
力
で
生
き
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
親
を
見
て
、
親
に
さ

れ
た
よ
う
に
子
育
て
を
し
ま
す
。

「
今
」
子
ど
も
へ
伝
え
て
い
る
こ
と

は
、
子
ど
も
が
将
来
家
族
を
持
っ

た
時
、
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
子

ど
も
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
子
ど
も
の
た
め
に
、

３
度
の
食
事
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。
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　ポリオは、小児まひ（急性灰白髄炎）を予防するワクチンです。今までポリオを予防するワクチ

ンは、口から飲む生ワクチンで接種していましたが、生ワクチンは腸の中で増える間に病原性（毒性）

を強めることがあります。そのため、生ワクチンを接種した人や周りの人に、小児まひを起こすこ

とがありました。生ワクチンによる小児まひを予防するため平成24年 9月1日から、注射による不

活化ポリオワクチン(単抗原)に切り替わります。また、11月頃には、4種混合ワクチン（ジフテリ

ア・破傷風・百日咳・ポリオ）も接種できるようになります。

　日本ではポリオの発生はありませんが、世界では流行している地域があります。ポリオを予防するにはポリオワ

クチンの接種が必要です。

９月から不活化ポリオワクチンに切り替わります。

 

    

 

 

 

 

 

 

 

【不活化ポリオ医療機関一覧表】

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

【不活化ポリオワクチン（単抗原）接種間隔】
1 期初回は、20 ～ 56 日（3 週～ 8 週）の間隔で接種します。
※（注）追加接種については，現在国内臨床試験を実施していますので、今は

定期接種ではありません。近く導入予定です。

【不活化ポリオワクチン（単抗原）接種方法】
●医療機関で個別に接種することになりますので、直接電話等で予約して受け

てください。料金は、無料です。母子健康手帳を必ず持参してください。予診

票は、医療機関に有ります。他の予防接種を受けるには、6日以上あけてくだ

さい。他の予防接種との同時接種については，医師とご相談ください。

　4種混合ワクチンは、導入後（11月頃）に各総合支所窓口で予診票を発行し

ます。

【お問い合わせ先】

（名瀬）健康増進課　 52-1111（内線1142）　　　　

（住用）市民福祉課　 69-2111　　（笠利）いきいき健康課　 63-2299

9 月 24 日～ 30 日は

結核予防週間となっています。

　結核は、結核菌を吸い込むこと

で人から人へうつる感染症です。

初期の症状はかぜに似ています。

① 2 週間以上咳や痰が続く

②微熱続く　③体がだるくなる

④体重が減る　⑤胸の痛みや血痰

などの症状がある場合は、早めに

医師の診断を受けましょう。奄美

市では 65 歳以上の方を対象に 9・

10 月に結核検診を予定しています。
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住用地区　7 月末人口　1,485 人　791 世帯（住民登録月報より）

住
用
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
交
通
安
全
標
識
を
設
置

　

去
る
７
月
22
日
（
日
）、住
用
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、学
校
区
通
学
路
に
交
通
安
全
（
通

学
路
注
意
）
の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
特
に
交
通
量
が
多
く
危
険
と
思
わ
れ
る
校
区
内
３
箇
所
に
４
基
の
看
板
を

設
置
し
、
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
で
あ
る
こ
と
の
喚
起
を
促
し
ま
し
た
。

～
小
川
村
と
の
交
流
～

　

今
年
で
15
回
目
と
な
る
長
野
県
小
川
村
と
の
交
流
事

業
が
、
７
月
27
日
～
７
月
30
日
に
小
川
小
学
校
の
児
童
22

名
と
引
率
者
５
名
を
迎
え
、
奄
美
市
を
中
心
に
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
川
村

の
児
童
は
、
住
用
町
児

童
と
の
交
流
会
や
、
カ

ヌ
ー
に
乗
っ
て
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
探
索
、
泥
染

め
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
、
海

水
浴
な
ど
の
自
然
体
験

を
通
じ
、
住
用
町
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
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住用地区9月行事予定

※ごみ出しは８時３０分までに収集場所へ

住用町における９月の集合徴収日程について
　　　　　　　　　　　（お知らせとお願い）

※当日の詳しい徴収時間につきましては、改めまして集落の放
送等でご案内させていただきます。

　９月は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料及び介護

保険料の第３期分の納期となっていますので納期内に納付して

いただきますようよろしくお願いいたします。

　また、未納分と過年度滞納分の市税についても当日会場で納

めることができますので、市民の皆様のご協力をお願いします。

午前 午後

9 月 25 日（火）

市・戸玉、

見里・摺勝、

西仲間・石原

山間・上役勝、

川内・東仲間、

城・和瀬

今年も全員完泳！ＰＴＡ主催遠泳大会

　毎年恒例の市小中学校ＰＴＡ主催「遠泳大会」を、７月 22 日（日）

市集落にある金久田海岸にて開催しました。

  児童生徒 10 名が１学期の体育の時間や放課後を利用して一生

懸命練習してきた成果を披露しました。

　当日はＡ・Ｂ・Ｃそれぞれのコース順に遠泳を始め、小学校１

年生から中学生３年生まで保護者や教職員・海保職員伴泳のも

と全員が見事に完泳しました。集落からも大勢の方が応援に駆

け付け大会を盛り上げて頂きました。

　児童生徒は完泳後「来年も頑張りたい！」と皆、口を揃えて言っ

てくれました。



平成 24 年 9 月号　奄美市だより 18

笠利地区　7 月末人口　6,295 人　3,084 世帯（住民登録月報より）

道
の
日
奉
仕
活
動

　

毎
年
8
月
10
日
の
道
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
道
の

日
奉
仕
作
業
を
、
今
年
は
あ
や
ま
る
祭
り
の
開
催
を

前
に
8
月
3
日
（
金
）
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
笠

利
建
友
会
や
駐
在
員
会
、
地
元
議
員
、
奄
美
市
笠
利

総
合
支
所
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
宇
宿
漁

港
や
道
路
な
ど
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

みなかみ町児童、 奄美大島を満喫

　本年度で１２回目を迎える、群馬県みなかみ町との交流事業が８月２

日（木）から８月６日（月）にかけて行われました。

　２日、午後５時から対面式を行い四泊五日のホームステイが始まりま

した。

　滞在中、マリンスポーツ、海水浴、天然塩づくり等を行い、自由行動

の日はホストファミリーと楽しい一日を過ごしました。

　来年２月には笠利の子どもたちがみなかみ町を訪れます。
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７
月
29
日
（
日
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

大
島
北
高
の
共
催
に
よ
る
第
10
回

笠
利
湾
一
周
板
付
け
舟
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
卒

業
し
て
シ
マ
を
離
れ
て
い
く
生
徒

達
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
シ
マ
を

愛
す
る
気
持
ち
や
シ
マ
の
良
さ
、

「
海
人
」
と
し
て
シ
マ
の
先
人
た

ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
や
自
然
の

美
し
さ
を
、
海
か
ら
体
感
し
て
欲

し
い
と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
多
く
の
参
加
者
の
日

頃
の
善
行
の
お
か
げ
で
、
台
風
な

ど
の
心
配
も
な
く
、
絶
好
の
舟
こ

ぎ
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
有
川
新
治
実
行

委
員
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
大
瀬

昭
人
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
新
納
雅
樹
校

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
来
賓

の
竹
田
泰
典
龍
郷
町
副
町
長
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
生
徒
代
表

の
有
川
美
桜
さ
ん
の
こ
ぎ
手
代
表

宣
誓
の
あ
と
、
北
大
島
太
鼓
部
の

勇
壮
な
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

開
会
式
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

生
徒
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々

や
教
職
員
な
ど
合
計
約
200
人
が

参
加
し
、龍
郷
町
浦
港
か
ら
番
屋
、

龍
郷
、
倉
崎
、
赤
尾
木
、
白
浦
、

喜
瀬
浦
、
鯨
浜
、
打
田
原
、
前
肥

田
を
経
由
し
、
笠
利
町
赤
木
名
公

園
ま
で
の
10
区
間
（
約
27
㎞
）
を
、

３
艇
の
板
付
け
舟
に
そ
れ
ぞ
れ
漕

ぎ
手
（
６
名
）
と
舵
取
り
（
１
名
）

合
わ
せ
て
７
名
が
乗
り
櫂
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　

奄
美
の
夏
の
照
り
付
け
る
日
差

し
の
中
、
海
岸
や
沿
道
か
ら
の
声

援
を
う
け
、
協
力
し
合
い
な
が
ら

懸
命
に
舟
を
漕
ぎ
ゴ
ー
ル
を
め
ざ

し
ま
し
た
。
中
継
地
点
の
海
岸
で

は
清
掃
活
動
を
行
い
、
途
中
の
赤

尾
木
公
民
館
で
は
母
ち
ゃ
ん
隊
の

用
意
し
た
油
そ
う
め
ん
や
お
に
ぎ

り
を
頬
張
り
、
舟
を
漕
い
だ
後
の

疲
れ
を
癒
や
し
た
り
、
出
番
へ
向

け
て
の
腹
ご
し
ら
え
な
ど
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
の
運
営
費
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
の
益
金
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

御
協
力
の
お
か
げ
で
、
今
年
も

完
売
し
ま
し
た
。
反
省
会
で
は
、

来
年
の
T
シ
ャ
ツ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

も
出
さ
れ
る
な
ど
、
盛
大
な
行

事
の
成
功
を
大
い
に
喜
び
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

各
方
面
か
ら
多
く
の
御
協
力

を
頂
き
、
重
ね
て
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

寄 

附

　

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
芳
名
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

●
香
典
返
し
（
名
瀬
）

松
元　

秀
俊 

様	

（
浦
上
）	

亡 

妻	

松
元　

町
子 

様

肥
後　

イ
サ
子 

様	

（
龍
郷
町
秋
名
）
亡 

夫	

肥
後　

一
俊 

様

廣
田　

ヒ
デ 

様	

（
柳
町
）	

亡 

夫	

廣
田　

政
秀 

様

大
瀬　

ナ
ツ
エ 

様	

（
大
熊
）	

亡 

夫	

大
瀬　

文
茂 

様

浜
畑　

和
代 

様	

（
伊
津
部
）	

亡 

母	

浜
畑　

エ
イ
子 

様

﨑
田　

節
子 

様	

（
春
日
）	

亡 

夫	

﨑
田　

國
雄 

様

榮　

喜
一
郎 

様	

（
長
浜
）	

亡 

妻	

榮　

和
子 

様

●
香
典
返
し
（
笠
利
）

白
畑　

京
子 

様	

（
里
）	

亡 

母	

三
好　

ミ
ツ
江 

様

濱
崎　

岩
蔵 

様	

（
和
野
）	

亡 

母	

濱
崎  

ス
エ(

サ
ツ)

様

濱
田　

ふ
ぢ
子 

様	

（
宇
宿
）	

亡 

夫	

濱
田　

鶴
喜 

様

里　

平
八
郎 

様	

（
喜
瀬
）	

亡 

母	

里　

ヒ
デ
子 

様

野
崎　

恵
理
子 

様	

（
名
瀬
朝
仁
新
町
）
亡 

夫	

野
崎　

真
一 

様

前
田　

洋
之 

様	

（
万
屋
）	

亡 

父	

前
田　

義
弘 

様

●
一
般
寄
附
（
名
瀬
）

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん 

様			




山
口　

善
一 

様	

（
東
京
都
葛
飾
区
立
石
）

て
ぃ
だ
っ
こ 

様	

笠利地区９月行事予定

「大成功！第10 回笠利湾一周板付け舟リレー記念大会」

【板付け舟 3 艇が浦港をスタート】

【中継地点を目指して・・・】

【それぞれの「ＦＩＮＩＳＨ」で一枚】
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【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係
　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

無料法律相談
9～10月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・９/１３（木）正込　健一朗　弁護士（午後1時～4時半）
・９/２０（木）正込　健一朗　弁護士（午前9時半～11時半）
・９/２７（木）溝川　慎二　弁護士（午前11時～12時,午後1時～3時半）
・10/１１（木）大倉　克大　弁護士（午後1時～4時半）
・10/１８（木）藤尾　直人　弁護士（午前9時半～11時半）
・10/２５（木）原田　喜之　弁護士（午前11時～12時,午後1時～3時半）

多くの方にご利用していただきたいので、原則ひとり年１回とさせていただきます。

名瀬公民館  閲覧 ・ 貸出雑誌案内

■
「
か
り
り
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
な
な
い
よ
う
な
・
・
・
？

（
27
歳
女
性
）

■
去
年
は
雨
続
き
で
野
菜
が
ダ
メ
で

し
た
が
、
今
年
は
ス
イ
カ
や
と
け

い
そ
う
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し

た
。子
ど
も
や
孫
達
も
大
喜
び
で
す
。

（
76
歳
女
性)

■
楽
し
み
に
し
て
い
た
パ
レ
ー
ド
が

台
風
で
中
止
に
な
り
、
と
て
も
残
念

で
し
た
。（
48
歳
女
性
）

■
家
庭
菜
園
で
野
菜
作
り
を
勉
強
中

で
す
。
き
ゅ
う
り
や
な
す
は
順
調
に

収
カ
ク
で
き
ま
す
が
す
い
か
は
皆
、

青
い
う
ち
に
全
部
何
も
の
か
に
や
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
64
歳
女
性
）

■
外
の
暑
さ
に
閉
口
し
て
和
光
ト

ン
ネ
ル
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す

が
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、

空
缶
や
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。（
39
歳
女
性
）

■
孫
二
人
が
や
っ
て
来
て
淋
し
い

我
家
も
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
で
す
が
伸
々
と

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。（
68
歳
男
性
）

【名瀬公民館】

『中央公論』『文芸春秋』『壮快』『短歌』

『俳句』『すてきな奥さん』

『オレンジページ』『すてきにハンド

メイド』『きょうの料理』

『ＢＲＵＴＵＳ』『ダ ヴィンチ』『ホラ

イゾン』

『週刊朝日』『週刊文春』

【金久分館】

『Ｍ art』『ＭＯＲＥ』『おはよう奥さん』

『ためしてがってん』『リンネル』

【四谷分館】

『ゆうゆう』『婦人公論』『文芸春秋』『上

沼恵美子のおしゃべりクッキング』

『ＢＩＳＥＳ』『週刊文春』『私のカン

トリー』『ＥＳＳＥ』『きょうの健康』

『天然生活』

【伊津部分館】

『Ｍ art』『ＥＳＳＥ』『レタスクラブ』

『私のカントリー』『Ｉ n Ｒ ed』

『かぞくのじかん』『Ｎ ewsweek』『Ｖ

ＥＲＩ』

各館とも雑誌の貸出しを行っていま

す。貸出期間は 1 週間。ただし名瀬

公民館では最新号の貸出しは次の号

が出てからとなります。それまでは

館内閲覧に限らせていただきます。
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奄美振興会館催物のご案内

鹿 児 島 県 奄 美 パ ー ク 　 イ ベ ン ト の ご 案 内

Ａ ｉ Ａ ｉ ひ ろ ば イ ベ ン ト 予 定 表  5 2 - 1 7 7 8

※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。※９月の休園日は，５日（水），１９日（水）です。
※去年の４月より年間パスポートを導入致しました。（大人1200円、高大800円、小中600円）
※９月１７日（月）敬老の日は，６５歳以上は観覧料半額です。

※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。　AiAiひろば  TEL 52-1778

　  ※お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL 55-2333　　　田中一村記念美術館 TEL 55-2635

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。

健診日程　名瀬地区　52-1111

※主催者の都合により、開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
お問合わせは、それぞれの主催者へお願いいたします。奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852

日 行事名 時間 場所 料金 主催

9/1（土） ＡｉＡｉフリーマーケット 午前9時～12時 施設前
出店料
500円

（問）㈱まちづくり奄美
52-1778

9/15（土） バスの日イベント 午前10時～12時 1階 無料
（問）道の島交通

52-0509

9/15（土） すきすき紬デー 午後2時～4時半 １階 無料
（問）あまみーる

57-0210

9/15（土）
音紬（おとつむぎ）
フルート・コントラバス
・ピアノの調べ

開場：午後2時
開演：午後2時半

２階
500円

（小学生以下
は無料）

（問）池田梨沙
080-52436304

9/22（土） あいあいカフェ 午後2時～5時 １階 無料
（問）男女共同參画あまみ会

52-1111（内線1737）

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

9/2（日）
奄美市自主文化事業
奄美十五夜唄あしび
－ 焼内(屋喜内)すばやど会と八月踊り －

開場18:30

開演19:00

大人 1,000円

中学生以下500円

奄美文化センター
（54-1211）

9/8（土）
夏休み理科作品展
科学の祭典　～9/9（日）

9:00～17:00 無料
奄美市教育委員会学校教育課
（52-1111　内線1723）

9/15（土）
朝日中学校吹奏楽部
定期演奏会

開場13:30
開演14:00

無料
朝日中学校吹奏楽部
（52-1195）

9/16（日） フリーマーケット（一万人広場） 9:00～15:00
出店料

個人　1,000円
団体　2,000円

名瀬フリーマーケット市民の会
 （090-3662-0110：西）

9/17（月） 敬老の日祝賀会
受付 8:30
開会 9:30

関係者
奄美市高齢者福祉課
（52-1111　内線1696）

9/30（日）
奄美高校吹奏楽部
第13回定期演奏会

開場13:30
開演14:00

無料
奄美高校吹奏楽部
（52-6121）

日 行事名 備考（対象者など）

9/11（火） 4か月児健診 13:00 ～ 13:15 平成24年5月生

9/11（火） 7か月児相談 9:30 ～ 9:45 平成24年1/16～22/15

9/21（金） １．６歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成23年3月生

9/20（木） ３歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成21年4月生

9/26（水） 母子健康相談 9:30 ～ 11:00 －

受付時間

日 行事名 開始 終了 入場料
9/1（土） 創作体験教室「あなたも私も一村」 10:00 16:00 無料

田中一村鑑賞会 10:00 12:00 無料

9/17（月） 奄美の郷ライブステージ 13:30 15:30 無料

9/22（土）
田中一村記念スケッチコンクール作品展
（９月２２日（土）～１０月８日（月））

9:00 18:00 無料

9/2（日）
ネリヤカナヤフェスタ展示（海の写真，夜光貝，貝細工）
ケンムン大賞作品展示[７/１６（月）～９/２（日）]

9:00 18:00 無料

■
奄
美
市
だ
よ
り
見
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
老
い
て
き
ま
す
と
筋
力
も
お

と
ろ
え
お
医
者
さ
ま
か
ら
の
勧
め
で

最
近
テ
レ
ビ
体
操
を
始
め
て
い
ま

す
。
早
起
き
、
運
動
と
一
石
二
鳥
で

す
。(

女
性)

■
先
日
は
奄
美
ま
つ
り
が
あ
り
ま
し

た
が
、
台
風
が
迫
っ
た
中
ギ
リ
ギ
リ

花
火
が
見
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
奄

美
の
祭
り
全
制
覇
し
て
み
た
い
で

す
。（
24
歳
女
性
）

■
転
勤
で
奄
美
に
来
て
3
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
は
異
動
予
定
な
の

で
今
年
の
夏
は
娘
を
つ
れ
て
海
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
奄
美
の
き
れ

い
な
海
で
初
泳
ぎ
を
さ
せ
た
い
で

す
！
（
34
歳
男
性
）

■
家
に
は
ピ
ー
と
い
う
カ
ラ
バ
ト
が

何
年
も
き
て
い
ま
す
。
何
回
も
ヒ
ト

ツ
バ
の
木
に
巣
を
つ
く
り
子
育
て
し

て
い
ま
す
。
手
か
ら
も
エ
サ
を
食
べ

カ
ネ
を
鳴
ら
す
と
ど
こ
か
ら
で
も
飛

ん
で
き
ま
す
ヨ
（
72
歳
男
性
）

■
津
波
に
関
す
る
こ
と
、
避
難
場
所

に
つ
い
て
掲
載
が
あ
り
災
害
に
そ
な

え
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
。（
49
歳

男
性
）

■
今
夏
は
ゴ
ー
ヤ
に
目
覚
め
ま
し

た
!!
自
分
で
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

等
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
の
す

ご
く
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
ま
く
り
で
す
。

ビ
ー
ル
に
合
い
ま
す
!!（

41
歳
男
性)

■
花
火
大
会
、
す
っ
ご
く
き
れ
ー

で
し
た
Ne
。
家
族
・
友
達
・
親
戚
、

雨
に
も
負
け
ず
た
の
し
ー
時
間
で

し
た
。
ま
た
来
年
も
た
の
し
み
ー

（
42
歳
女
性
）
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　総務省統計局・鹿児島県・奄美市では、

平成２４年１０月１日現在で就業構造基本

調査を行います。

　調査の対象は、奄美市の全世帯のうち

から統計的手法により選定した約２７０世

帯に、ふだん住んでいる１５歳以上の世帯員です。統計調査

員が調査対象となりました世帯へ調査票の記入のお願いに

伺った際には、調査票へのご記入をお願いします。

　この調査は、国民のふだんの就業・不就業の状態を詳細に
把握することにより、雇用政策を始め経済政策などに必要な
基礎資料を得ることを目的に実施します。
　今回の調査では、少子・高齢化社会における雇用関係の把
握及びワークライフバランスの分析に資するため、育児・介
護の実施状況、育児休業・介護休業などの制度の利用状況を
調査するなど、我が国の就業構造をより的確にとらえること
をねらいとしています。

（調査についてのお問い合わせは）
【総務省統計局：就業構造基本調査コールセンター】

0570-010124（ナビダイヤル）
03-4330-1120（ＩＰ電話・ＰＨＳの場合）

設置期間：平成２４年８/ １６（木）～１０/ １５（月）まで
受付時間：午前８時～午後９時（土・日・祝日もご利用できます）

【奄美市企画調整課】 0997-52-1111（内線 1324）

県立大島病院より

平成２４年度大規模災害訓練のお知らせ

【日時】
平成２４年９月１３日（木）１３時～１７時

【訓練想定概要】
・奄美大島近海で震度７の直下型地震が発生

・傷病者数７０名程度

・院内に災害対策本部を設置

・消防隊による名瀬中学校でのトリアージ

・消防隊による患者の搬送及び自力歩行可能な傷病者の来院

・院内でのトリアージ

・傷病者の治療・処置

・災害対策本部による終息宣言

【訓練場所】
県立大島病院、名瀬中学校（武道館）

【参加機関】
県立大島病院、大島地区消防組合、

奄美看護福祉専門学校（模擬患者）、

県立奄美高校（模擬患者）

【お問い合わせ先】県立大島病院　総務課　担当：秋山　　

52-3611（内線 3993）

市長の主な動き
　朝山奄美市長の過去１ヵ月における主な動静を紹介する

コーナーです。

あやまる祭りのなんこ大 会を観 戦中
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
使
う

食
材
は
？
（
ヒ
ン
ト
7
Ｐ
）

　
Ａ
…
島
豚　

Ｂ
…
島
人　

Ｃ
…
島
の
魚

②
昔
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
は
？
（
ヒ
ン
ト
11
Ｐ
）

　

Ａ
…
前
納
制
度　

Ｂ
…
後
納
制
度

　

Ｃ
…
滞
納
制
度

③
ク
ワ
チ
ュ
ー
ル
ベ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

出
演
者
は
？
（
ヒ
ン
ト
12
Ｐ
）

　

Ａ
…
イ
ケ
メ
ン
４
人
組

　

Ｂ
…
イ
ク
メ
ン
４
人
組

　

Ｃ
…
Ｘ
メ
ン
４
人
組

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①

―

Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
と
、
コ
メ
ン
ト
（
感
想
・
身
の

回
り
の
こ
と
な
ど
）
を
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１

名
様
に
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復

優
待
券
（
5
割
引
）、
10
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
（
５
百
円
分
）、
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
応
募
・
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４―

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25―

８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

９
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
８
月
号
の
正
解

　

①―

Ａ　
②―

Ｃ　
③―

Ｃ

（
53
通
中
51
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
割

引
券
（
１
人
）

　

ゆ
う　

さ
ん
（
名
瀬
朝
仁
新
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）（
10
人
）

　

中
村
英
治　

さ
ん
（
名
瀬
古
田
町
）

　

南
利
典　

さ
ん
（
笠
利
町
川
上
）

　

山
元
ユ
キ
エ　

さ
ん
（
名
瀬
浦
上
）

　

安
田
ツ
チ
子　

さ
ん
（
笠
利
町
佐
仁
）

　

田
代
と
よ
ひ
で　

さ
ん
（
名
瀬
久
里
町
）

　

名
越
和
美　

さ
ん
（
名
瀬
小
宿
）

　

み
っ
ち
ょ
ん　

さ
ん
（
名
瀬
浦
上
町
）

　

川
内
勇
義　

さ
ん
（
住
用
町
役
勝
）

　

武
部
守
俊　

さ
ん
（
名
瀬
塩
浜
町
）

　

中
馬
恵
雄　

さ
ん
（
笠
利
町
喜
瀬
）

奄美市の人口
（住民基本台帳）

平成２４年７月３１日現在

世 帯 数　23, ６９2世帯

人口総数　46, ３１９人

男 性　21, ９０８人

女 性　24, ４４１人

平成２4 年　火災件数

地　区 7 月 　 年 計

名　瀬 2 7
笠　利 1 3
住　用 ０ 0
合　計 3 10

火の用心

　

氏　
　

名　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
７
月
届
出
）

管
野　

天
真	

(

て
ん
し
ん)	

幸
太

安　
　

麗
人	

(

れ
い
と)	

直
人

蘇
畑　

來
優	

(

く
う)		

雅
人

大
山　

乃

	
(

の
あ)		

友
茂

山
下　

夏
輝	

(

な
つ
き)	

涼
介

平　
　

心	
(

り
ゅ
う
し
ん)	

大
地

前
田　

蓮	
(

れ
ん)		

信
人

岡
﨑　

瑠
夏	

(

る
か)		

明
香

吉
村　

旭
陽	
(

あ
さ
ひ)	

昭
八

亀
山　

凉
成	

(

り
ょ
う
せ
い)	

洋
平

岩
切　

蕾
虎	

(

ら
い
が)	

義
利

隈
元　

結
叶	

(

ゆ
い
と)	

大
介

田
畑　

結
翔	

(

ゆ
い
と)	

龍
太

松
田　

裕
理	

(

ゆ
う
り)	

裕
輔

新
納　

寧
々	

(

ね
ね)		

天
真

江
口　

寿
大	

(
と
し
ひ
ろ)	

洋
一

堤　
　

琉
星	

(
り
ゅ
う
せ
い)	

秀
樹

宮
口　

愛
乃
夏	(

ま
の
か)	

勝
利

坂
元　

星
太	

(

し
ょ
う
た)	

志
郎

平
島　

由
梨
亜	(

ゆ
り
あ)	
隼
人

武
田　

大	
(

り
ん
た)	

大
吾

隈
元　

亮
磨	

(

り
ょ
う
ま)	

泰
彦

叶　
　

和
花	

(

の
ど
か)	

幸
治

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【お詫びと訂正】

８月号１０ページのタラソ奄美の竜宮の記事で「送迎バス無料。」の文字

が途中で切れていました。お詫びして訂正いたします。
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…

▼

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は

町
の
宝
、
み
ん
な
で
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

吉
原　

穂
香
（
ほ
の
か
）
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
９
月
21
日
生 

大
剛
（
外
金
久
）

武　

篤
人
（
あ
つ
と
）
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
９
月
15
日
生 

佑
樹
（
笠
利
）

牧
野　

一
香
（
い
ち
か
）
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
９
月
16
日
生 

圭
一
郎
（
外
金
久
）

▲ 奄美・沖縄妖怪シンポジウム、ケンムンナイトツアー、
ケンムンフェスタなどが開催され、たくさんの人たちが
ケンムンについて語り、楽しんでいました。（7 月 28 日
～ 7 月 29 日）

ま～さんどま～さんど
『とうがんサラダ』

食生活改善推進員コーナー

～手作りで 島の味を 家庭の味を～

＜作りやすい分量＞
とうがん…小１個

　　　　　（1～ 2kg）

塩…5g（※塩もみ用）

たまねぎ…80g

にんじん…40g

きゅうり…1本

パプリカ…1/2 個

ツナ缶…1缶（90g）

サラダ豆水煮…70g

＜作り方>
①冬瓜を縦半分に切り、わたを取りのぞく。

②スプーンでとうがんの中身を削り取り（大きく

削り取れた場合は、適当な大きさに切る）透明に

なるまで塩もみし、さっと洗っておく。

③たまねぎ、にんじん、きゅうり、パプリカも適当

な大きさに切り、塩もみし、さっと洗っておく。

④ツナ缶の油をきり、材料全てを混ぜ合わせてお

く。

⑤ Aの材料で甘酢を作り、ボールの中で④とよく

混ぜ合わせる。

⑥⑤をとうがんの器に彩りよく盛り付け、冷蔵庫

で冷やしていただく。

ミニ冬瓜を器にしたカラフルなサラダです。

A…酢大さじ３，砂糖大さじ 3，塩適量

窪
田　

美
月
（
み
づ
き
）
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
９
月
20
日
生 

朋
惣
（
外
金
久
）

土
居　

紬
乃
（
ゆ
の
）
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
９
月
28
日
生 

隆
彦
（
節
田
）

肥
後　

琴
巴
（
こ
と
は
）
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
９
月
6
日
生 

健
作
（
笠
利
）


